
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  



 

はじめに 

 

いま世界では気候変動、海洋プラスチックごみ、生物多

様性の環境への問題が大きくなり、私たちの生活に影響を

与えており、特に、地球温暖化については、年平均気温上

昇による海面上昇、台風や豪雨などの発生により、私たち

の生活や食料生産に影響を及ぼすだけではなく、記録的な

熱波による大規模な森林火災の発生、海氷の減少による動

物の生息地の減少など、地球上に住む様々な生物にも影響

をもたらす危機的な状況となっております。 

また、令和元年度には、台風１５号、１９号の接近・通過に伴う記録的な暴

風、大雨により家屋一部損壊、倒木、道路冠水などの被害が発生しましたが、今

後もこのような気候変動による市民生活への影響を回避・軽減する対策（適応

策）を新たに盛り込み、大雨による浸水被害の軽減、熱中症予防の普及啓発、市

内生態系の変化の把握などにも取り組む必要があります。 

こうしたことから本市は、２０３０年までの１０年の取組が重要であることか

ら、国レベルでの脱炭素社会に対する取り組みに加え、次世代を担う子供たちが

安心して暮らしていける船橋にするために、２０５０年ゼロカーボンに挑戦する

ことを、計画の長期目標として取り組んでまいります。 

この目標達成のためには、多くの市民、事業者の皆さんにこの問題意識を共有

して理解して頂くこと、そして市民、事業者、市が「暮らし」「仕事」「まちづく

り」分野毎に実践していくことが何よりも大事だと考えており、より一層のご協

力をお願い申し上げます。 

結びに、本計画の策定にあたり、貴重なご意見・ご提言を頂きました「船橋市

環境審議会」の委員の皆さまをはじめ、アンケート調査やパブリック・コメント

等にご協力いただきました皆様に心より感謝申し上げます。 

 

 

令和３年３月 

 

        船橋市長  松戸  徹 
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